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天に鳴響む大主  明 :ナ もどろの花の 咲い渡り
あれよ見れよ 清らやよ 地天鳴響む大主
《鳴響む ―とよむ ― 》
《明けもどろの花 ―太陽(大主)が水平線から

昇る瞬間に天上や海原に広がる光》
～ 「おもろさうしJよ り ～

《挨拶》

「 ()B髪 琴 不要お隷 -6)甲 手澤チ」

′秋田県 聴覚言語障害教育研究会OB会
会 長 伊  藤  薫

色鮮やかな紫陽花に目をうばわれる昨今ですが、皆さんいかがおすごし
でしょうか。
顧みれば、本会も来年は10周年を迎えることから、過日の総会では今後
のOB会の在り方についても話し合いましたし
席上、現代社会はマニュアル重視の傾向にあるが、ことのほか特811支援

教育には「心情を無視した取り組み鮮考えられない」。とぃう趣旨の発昔
に私は心を打たれました。一方現職教員の中には「 tヽ くら制度が変わって
も、教師と子供の愛のきずなのない教育営為は成り立たないし、こうした
面での豊富なキャリアをもっているのはOB会員でしょう。」との声に私た
ちは、これまでの姿勢を謙虚 :こ反省し、もっと現職教員らとの交流を深め
る必要があるのではないかと思うのですが、皆さんはこの点どうお考え
でしょうか。
いずれにいたしましても、特男1支援教育の推進には有形無形を問わずこ

れまで以上のサポートが必要であることから、皆さんのご理解とご支援
への協力をお願いします。

最後に事務担当者は、本年度南プロックの斎藤先生(角館西小)へ と変
わりました。また会報は3年連続で山田先生から担当していただくことに



大変心強く思っております。
これまでご難儀をかけた日新小の進藤・伊藤両先生には、印刷業務で更

にお世話になりますがよろしくお願い申し上げあいさっとぃたします。

《挨拶》
OB会 の 皆 さ ん へ

秋田県ことばを育てる親の会
会 長   辻   久  視

秋田県に言語障害児教育のOB会が出来ているということが、全国のこの
道に関わっている方達から大変羨ましがられているのです。
それはどうしてかと言いますと、『この教育に携わった教師が、生涯をこ

の教育と共に歩みながら、新しくこの教育に入って来る教師達のよきア
ドバイザーとして扶けつつ過ごすという人生』。 何と素IHtら しい人生で
はないでしょうか。

さて、私にとってこの教育との関わりは、ある日以来「この子達をFaJと か
して正常な言葉を語れるようにJと 思い始めてより、仙台の浜崎先生を訪
ね、千葉の大熊先生と話し合いt文部省と相談の上、現在の“ことばの教室
"を立ちあげることが出来たので、正に私の生涯をかけた人生そのものな
ので、よき人との巡り会いのお陰で、OB会まで出来てしまうという事態に
まで至っては、Fわが人生100%完成Jと いう気分です。

さてOB会の皆さん、この会に登録してOB会員となることは、教師達
の種々のクラブ会に入会したとは根本的に違うので、この会の存在その
ものが、世なおし、人間なおしの構えを基本にしていますから、会員であ
るというだけでは意味がなく、行動を起こすことで、会に参加することで、
会そのものが大きな力を得て、世なおしの途すじが見えてくるというも
のです。

更にもう一つ思うことは、秋田の四者会の中で、このOB会 というのが、最
も中心的であり、盛り上げ役であり、まとめ役でもあります。それは何も
のにもとらわれず、自由な立場からの発想で行動出来るからでしょう。
OB会のいよいよの発展を祈ります。



1 平成 16年度 司喜螢饉言十 穫彗等 決まる
- OB会総会 終了 ―

平成16年 6月 15日 秋田市立中通小学校において、平成16年度OB金総会
が開催され次の事柄が決まりましたので、ご報告致します。

(1)平成15年度 イ曇髪華幸長運野

① 平成15年 6月 2日 秋田市立中通小学校において03会総会開催
②    6月 11日 上記小学校においてOB会役員会開催
③    7月   OB会会報第1号発行
①    8月 19日 ～20日 第31回秋田県聴覚言語障害教育研究会
⑤    9月 9日 OB会総会資料及び役員会資料送付

(2)

年会費納入依頼送付
9月   OB会会報第2号発行
11月  OB会会報第3号発行

平成16年 2月   OB会会報第4号発行
2月 7日  千秋会館でOB会役員会開催

平成15年度 OB会理羅メておそ参籍理野

収入総額    ■
支出総額
差引残額

(3) 轄 16年度 事 業 計 画

県聴言研に対する協力、支援
会報発行
秋圏県ことばを育てる親の会の事業への協力、参加
役員会開催  ⑤ その他

ハナニラ

(4)平 成 16年度 OB会 予 算 書

収入総額
支出総額
差引残額

※ 詳しい内容の資料 (会員名簿、役員名簿、会則等)は後程事務局から
送付されます。
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2 障害児教育40年 ～ 高橋重敏先生の記録から～

特 殊 教 育 ― Eコ メ モ

特殊教育に携わった方であれば誰しもが高橋重敏先生をご存じのこと
と思います。高橋先生はこの度、春の叙勲で「 瑞 :宝双光章Jを受章されま
した。6月 20日 鷹巣町で、この受章を祝う会が催されました。
この会で、高橋先生から特殊教育40年について語られました。その言葉

の申から感銘を受けた[こ とば」を紹介致します。

①「私は体が障害者ですが、心の障害者ではない !」 この世の中で一番心
配なことは「心の障害者 !」になることです。この世の中で一番美 し
いことは「砂の粒よりも小さい思いやりの心」です。

～重度障害者の女性の言葉～

② どんなに障害の重い子どもでも「教師(親)の言葉は通 じなくても、心
はi邑 じる !」

③「子どもたちの体の傷はカットバンでも治る !」。しかし「教師の与え
た心の傷は、どうやって治しますか。?J。 教師は何気ない日々の言動
には、細心の注意をはらいたいものです。

④「先生はみんなプロ・・・ !」 子どもや保護者は、教師の経験年数に
関係なく「 プロ・・ !」 と信じています。

⑤「農業毎年一年生・・ !」。これは百歳で現在も農業現役の老人の言葉
です。これはみずからの研修を怠ることのできない教育にも通じる言
葉です。(特殊教育毎年一年生)

⑥ 教育の原点は「無償の愛を持って子に接すること」です。

《ご案内》

平成 16年度 第32回秋田県聴覚・ 言語障害教育研究大会(一泊研)は
8メ]23圧 ](月 )～ 24日 (火)の予定でな鐙月卜司け「

=、

るさと村
近代美術館」「ホールサムイン横手」を会場に開催されます。
OB会員皆さんのご参加をお待ちしています。



:東 IJLi南 北  Eを文 室 巻≡ り ]

A君 の 一 学 期

角館西小学校 通級指導教室 斎藤規子

本校 の通級指導教室 は、担 当者 2人、通級児童が現在 30名 です。

その中で、本校 の一年生 になつた A君は、週 3回通 ってい る元気な男

の子です。

発音、聞 く力 、集 団行動、集 中力、友だち関係等 、様 々な課題 を抱

え、幼児期 か ら 1年半通級 していま した。

入学式、式の間 じつ と していることが難 しか つたけれ ど、一年教室

では担任の先生 に出会 い、じら と見つ めてお話 を開いていま した。「こ

んなに開け る。」 と私 は うれ しくな りま したが、学校 生活 の中での課

題 がはつき りしま した。

通級開始.はん こや平仮名 チ ップで遊び、ことば を作 ると、集 中 し

ています。ほ とん ど覚 えていない平仮名の学習に取 り組 む と、入学 し

た ことで「勉強す る」とい う構 えが こんなにで きたのか と、うれ しい

驚 きで した。覚 えた文字 を五十音表 に印で付けるよ うにす る と楽 しん

で、友達に見せ 、「おれ 、こんなに勉強 したんだ。」 と自慢す る姿 があ

りま した。聞 くことについて も、クイ ズや ことばのゲー ムでは もちろ

ん、学習の説 明な どで も個別の場では真 Allに 話 を聞いています。ラ行

の発音 は自然 な形で担 当者 の ことばを真似す るよ うにな り、はっき り

発音 しようとす る と正 しく言 えるよ うにな りま した。
一方、学校生活ではまだまだ課題 が多い現状です。運動会 のお遊戯

やスポーツテ ス トの複雑 な種 目な ど、学級では理解 して動 くことがで

きず、通級 の個別の場で、A君 にあつた方法 (ビデオ、カ ラー コー ン

の 目印な ど)で支援 しま した。学級では指示が開 けない、集 団行動が

とれないことがあ ります。自分の物 の整理整頓 も課題 です。思いがけ

ないいたず らも しば しばです。

A君の一学期は、た くさんのこ とがで きるよ うにな り、た くさんの

課題 が見 えてきた一学期 で した。通級 で、学級 で、家庭でで きること

を小 さな 目標 に分 けて、連携 しなが ら、二学期 も一つ一つがんぼろ う

と思 つています。



畿 指導教室の象 り組みについて

秋田市立旭南小学校通級指導教室 安 井 浩

1平成15年度通級児童の実態

N0 児 童  名 午  組 指 導 開 始 障  害  名

1 ToN 3    1F K rj、 言語発達遅滞

2 K・ S 1 年 K /1ヽ 言語発達遅滞

3 M・ H 1 年 K /1ヽ 言語発達遅滞 (自 開的障害)

4 A・ H 3    年 K 吃 上
国

5 S・ K 3    4F K /1ヽ 構 音 障 害

6 S tR 2    1F K /1 吃 音

7 S・ K 2 年 N /1ヽ 構 音 障 害

8 F・ Y(転校 ) 1 年 N /1ヽ 構 昔 障 害

9 K・ S 1 年 K /1ヽ 構 音 障 害

10 S ・ S 1 年 1 /1ヽ 構 音 障 害

F・ M 1 年 N /1ヽ 織 黙

12 N・ R 1 年 K /1ヽ 言語発達遅滞 (知的障害)

13 K・ S 1 年 T 71ヽ 言語発達遅滞 (知的障害)

14 S・ A l 年 N ′1ヽ 構 昔 障 害

15 M・ R 1 年 U /J 構 音 障 害

16 M・ Y 4 年 U /1ヽ 構 音 障 害

17 K・ F 1 年 K /1ヽ 構 音 障 害

18 Y・ T 1 年 K /1ヽ 構 音 障 害

19 YoW l 年 K /1ヽ 言語 発達 遅滞

20 T・  1 年  長 幼 稚 園 構 音 障 害

21 K・ T 年  長 幼 稚 園 構 音 障 害

22 I ・ K 年  中 幼 稚 園 吃 音

23 0 ・ Y 年  長 幼 稚 園 言語発達遅滞 (知的障害)



2 教育相談の実態

学 年

障害名

幼

児

/1ヽ

1

月ヽ

2

小

３

月ヽ

4
月ヽ

5

4/1ヽ

6
_A 計 27名
校  内 校  外

構 音 障 害 3 7 l 1
う
４

言語 発 達 遅 滞 13 4 9
口乞 音

そ  の  他 2 1 l

3 指導実践

①対 象 児 : 小 1男子児童・構音障害 (K小学校)

週 1回 の通級,指導時間は金曜日14時 30分 より1単位時間
②初 回 面 接 : 平成 15年 5月 27日

保護者の話 : 力行が夕行に,ガ行がダ行に聞こえる。正しく発音できるようにな
つては しい と思 う。また,家庭でできることがあれ iま教えてほ しい。

初回時の検査 : 個別で検査を行つた。
「絵画語い発達検査」
・ 生活年齢 6歳 8月  語い年齢

`歳
9月  評価点 10(中 )

「構音検査 (改訂版 )」

・●IF G/D力 行 とガ行のほとんどが夕行 とダ行に置換 されていた。但 し,ク は「ト
ゥ」に置換 されていた。

「言語発達検査 J

。標準値をクリア

児童の実態 と保護者の意見を考慮 して個別の指導計画 (別紙参照)を 作成 した。 自分
でよく考える事ができ, しっかりしていて程度 も軽い状態なので短期間に改善できるの
ではないかと予想できた。

平成 15年度    牽翻男可σつ キ旨 澪率言十口野製費     NO.88
児童名 Y T 生年月 日 1平成 8年 0月 十日
保護者 Y Y

在籍

秋田市立K小学校 1年
担任名 KoK連絡 先 l       o18-**沐―++++

障害の状況  構音障害
_

検査結果   語い年齢6歳9月  評価点lτ で輌
~万

蕎ア石下爾肩ア石花
保護者の願 い__=し く発音できるようになってほしいです
生育歴 言葉でかかった医療機関はありまゼπ

~
言葉が遅れていると思つた時期 もあ りま

塁曇二2重二_主翌にJt童欲的に取り組み,友達ともよく関わっている
興味・ 関心 工作 ュくれたば

~¬
驀画戸裏蔓疋可

動 面 メ つ っ で

指導 目標 １

２

力」「夕」行の構音の改善を図る
楽 しくコ ミュニケーシ ョンを図ることができ る

3 の の

指導開始年月百 i平成15年 6月 13白

E3_o時 間目
指導終了年月日:平成13年 10月 31日

指導事項 指 導 内 容 言平   fIL
１
学

期

１

　

２

３

機能訃1練

(口 ・舌 )

耳の訓練
発音練習

舌を口唇から出し、上下左右に動かす練習
~

日の体操, 自形の練習
音の聞き出し,聞き分け
音の構音 (単音や単語)

○

◎

2 1.機能訓 舌を日唇から出し,上下左右に動かす ◎



学

(目 ・舌)

耳の訓練
２

３

(舌 ジャンケン)

・ 日の体操,自 形の練習
・コ音のFHlき 出し,聞 き分け
:旱 音の盤普 (単語や文)(音読 ,自 由

◎

◎

３
学

期

１

２

３

機能詐1練

耳の訓練
発音練習

舌 `日 の体操
音の構音 (昔読)

日常自由会話

義:言馨撃ξ「曇ξ言曇[[]「IFttlttL婁
意百そ最予組劣:曇雪倉轟讐守危F彗

まねをしてみた。意識 していると|ま っきりで
るが,普段の日常会話では気になる状態であった。おたの しみタイムを設定し,遊びの
中で構音の状態をよく観察した。

舌の体操では「舌ジャンタン」のゲームを取 り入れた。するとチョキ (舌 を細くして
出す)力 上ヽ手くできなかった。まねっこ遊びゃお菓子を使つた舌のグームを取 り入れな
がら行つたところ,奥 舌や舌の中央が盛 り上がって軟目蓋につ くよう|ご なり,力音が出
るようになってきた。この力音をキーポイン トとして,他の音を導 く練習として動物の
鳴き声をまねた遊びやカルタに取 り組んでいるうちに,キ ,ク ・ケ音が上手く出るよう
になってきた。そこで, タイズ形式で「早押 しピンポン」というゲーム器を活用 し,聞
き取 りの指導も並行 して行つた。一つ一つの音は正 しく発音できるようにな・―Jて きてい
るが,コ の音・音読・話 し言葉はまだ練習が必要である。
2学期に入 りすぐに構音検査をしてみた。 1学期よりもかな り改善しており,個別の

指導計画表を修正 しなが ら指導に当たった。 コ音の間き取 りやまねoこ 遊びと並行 して
本人の好きなゲームや しりとリカルタ,風船を膨らませてのパ レー等,い ろいろな生活
全体の場面で無意識な話 し言葉の様子から,構音改善度を観察 していった。

また,時間割から隣室で幼稚園児が指導されていることを活用 し,その幼稚園児を入
れて指導者 。本人・幼稚園児と3ノ、で指導する場面を取 り入れた。すると,年止の小学
生という自党を持つて「本読み」「カルタ」「オセロ」をすることにより,相手を意識
した正 しい発音が聞かれるようになつた。そこで,双方の保護者の合意を得て,その後
2時間程合同の学習時間を設定することができた。お互いに指導者以外の相手を意識す
る事により,予想以上に構音改善に有効であった。児童の実態や性格的なことも含め,

複数での学習 も大切であることを感 じた。

4 児童と保護者の声

きヽま理潔ピ
V→

|

1銑 、`り(41掌窮ド
・寺

:

最初はとても心配で個人
面談に学校に来るときも非
常に緊張 していま したが ,

職員室にいた先生がゃさし
く声をかけて,通級教室に

案内 してもらい少 し安′いし
ました。

面談後本 当に改善するの
か疑間で したが,少 しずつ
気にならなくなってきまし
た。学校 も近かつたのでそ
の点でも通いやす くて助か
りました。
本人も自信をもつたよ う

でとてもうれ しいです。
「 1年男子児童の母親より」

8



5 保護 者 へ の 通 知

本校では今年度から保護者向けに児童の学習の様子や今後のことについて保護者向け
に通知票に準ずる「お知らせ」を出しており,保護者の理解を得て連携していくのに非
常に有効である。

通級指導教室 平成 15年 12月

スチップ NO .2

通級指導教室から
日頃から通級指導教室について,ご理解 とご協力いただきましてありがとうございます。

1・ 2学期の学習についてお知 らせ したいと思います。

1年 Y T (秋田市主K′]ヽ 学技)

通級時間  金曜 日週 1回  10回  1学期 4回  2学 期  7回

く学習のとりくみ〉
「力 。夕J行がご心配ということで通級することになりました。正しい音とそうでない

音を聞き分 Iす るよい耳を育てるための聞き取リゲーム,発音器官の機能を高めるために口
・舌の体操.発音器官の機能を高めるために吹いたり吸つたりする遊び等を学習していま
九
く学習のようす〉

げ蒐:ド員翁ム襲荘鰹翼慧」E与意貿螢塗姜E等讐量iす危裏雷蜜tttF菫鰹,ヒλ像農
を使った「舌ジャンケン」にも意欲的に取 り組みました。音の「聞き取 り」で:ま 1か ら6
までのボタンを押す機器を活用 して学習 しました。集中力があ り,「 キ」 も「ケJも とで
もよく聞き取ることができるようになりました。発音練習では「カケキクケコカヨ」の文
章を自分で作 り,そ の文章を読む練習をしました。「ちつね」が「きつね」 としっか りし

隻雪再ぶ鷲声
るようになってきました。学習への取 り組みもたいへん意欲的です。

50音の発音をチェックしま したが, どの音もよく発音されていると思います。 日常会
話でも,気になることはなくなつてきてお ります。3月 に再度 50音のチェックを行いた
いと思います。なお,何かお気付きの点がございましたらご遠慮なくお話 ください。今後
とも通級指導教室をよろしくお願い申し上げます。

6 成 果 と課 題

葉がしっかり出てこないことで,児童本人は
してきている。この事はどの保護者との初回
こそ,今まで出なかった音が出るようになっ
の中で意識しないで自然に構音できるように
発声・発話器官・知能 `行動等に特に問題が

実態把握と保護者のニーズを十分にくみとっ
る修正,指導内容と改善点の保護者への通知
′つかりと体制化していきたいと思つている。



『 K君 と と も に 』

能代立第五小学校
難聴学級担任  田 代 和 彦

第■1小学校に今年度難聴学級が新

菅ぇ縁募与F。

地域 のJヽ学校
t入

学さ
せたいという、保護者の願いが実現
学校 として も、いろいろな配慮を して くれました。児童用の机 と椅子の

最撃製
g2:晨

孟E甚省魯底覧基撃象言舞落ち
:11義 1設、表ポ雪写蹴 琴

夕つく音がな く、K君にとってとて もよい学習環境 となりました。もうろ
ん健聴の子どもたちにとって もです。

全校集讐TTT覆資金灸言語墨警霞
会での保護者へのお話や、始業式や

Ъξ晉量liII珀錆  戯∬言盤
,し て、汗びっしょりになって戻って

きます。走るのが速いので、運動会では色別対抗選手リレーの選手にも選
ばれました。運動会当日は昼前から雨になり、リレーは延期となってしまいましたが、後日天気のよい日に行Pた ときには、K君がカー杯走るのを

:[lボ難彗思鞣鞠亀警IttI騰盪群ト
時の笑顔や雰囲気から、その気持ち:世

竃乳111辞 lた

と思ってぃます。そんな一場面からも人にも恵まれた
こんな第五小学校で、これからK君とともにがんばってぃきたいと思っ

ています。

鶴 集後記】

蒙[営][ili        襄董ざ〕〔電雰た静晉縦琴講言ガいるところです。ありがとうござぃ
ます。今年も「03会情報案内帳Jと して4回位 tま 発行したいと思っています。
何分のご協力をお願いぃたします。
これから暑い夏に向かいます。皆様のご自愛をお祈りいたします。

《山 Ill》ｎ
Ｖ


